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定 期 監 査 の 結 果 に つ い て 

 

 

地方自治法第 199 条第 4 項の規定に基づき、定期監査を実施したので、同条第 9 項

によりその結果を提出し、かつ、公表する。 

 

記 

 

1. 監査の対象  総合政策部  防災・地域安全課 

 

① 監査の期間   令和 4年 4月  1日から 

令和 4年 4月 28日まで 

 

② 日   程 

概要聴取    令和 4年 4月 11日 

備品検査    令和 4年 4月 19日 

監査講評    令和 4年 5月 13日 

 

2. 監査の方法 

今回の定期監査は、令和 3年 4月 1日～令和 4年 2月 28日における防災・地域安全

課の所管に係る財務事務等を対象に関係資料の提出を求め、職員から説明を聴取し実施

した。 

 

3. 監査の着眼点 

① 前回の定期監査での指摘・注意助言事項の検討・改善が行われているか。 

② 予算執行、収入、支出及び財産の管理等の事務は適切かつ効率的に行われてい

るか。 

③ 事務事業の執行にあたっては、市民の福祉の増進、市民負担の軽減、市民サー

ビスの向上に努めているか。 

④ 事務事業の執行が法令、条例、規則、予算及び議決等に基づきなされているか。 



⑤ 文書の処理方法、諸帳簿の記帳整理は適正に行われているか。 

⑥ リスク管理（チェック体制）の整理は適切に行われているか。また、その体制

は有効に運用されているか。 

⑦ 現金の管理は適切になされているか。 

⑧ その他特に検討が必要な事項はないか。 

 

4. 監査の結果（指摘事項） 

 

文書事務及び、事務事業に関する財務等の執行は概ね適正であったが、一部の事務に

おいて改善、検討を要する事項が見受けられた。これらについては適正な事務処理を行

うとともに、財務事務の執行については、法令、条例、規則に基づき万全を期されるよ

うに望むものである。 

 

指摘項目 指摘の内容 指摘の根拠 監査委員意見 

契約事務について スーパーＵＶ土のう
1,000 枚の随意契約に
おいて、地方自治法施
行令第 167 条の 2 第 1
項第 5 号を随意契約理
由として 1 者のみの見
積価格により契約を締
結していた。 

直方市契約規則第17条 
随意契約によろうとする

ときは、原則として 2 名以
上の者から見積書を徴さな
ければならない。 

随意契約の際には、規
定に沿った適正な事務
処理をされたい。 

各種事務について 感田防災倉庫横用地
使用許可における使用
料について、一日の単
価に使用期間の総日数
を乗じる方法で算出し
ていた。 

行政財産使用料条例第 3条第
1項第1号別表 
算出方法は月額となって

いる。 

 

行政財産使用料の算
出の際には条例等を確
認し、適正な事務処理を
されたい。 


